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第２4 号 

 

 

                                                    

～シンポジウム報告

熊本リハビリテーション病院 

尾関 誠 

リハビリテーション領域は、国家資格が無い、役

割が明確化されていないなど、心理士にとって悪条

件ばかりの環境と言える。2011 年度の自主シンポジ

ウムでは「脳損傷後のリハビリテーションに対する

心理士の役割」を行い、目指すべき方向性を議論し

た。しかしこの領域での経験の浅い心理士は、まず

立場を築かなければ、役割を任せてもらえるように

もならない。そのためそれができなければ存在感の

薄い職種となり、居づらくなる可能性がある。 

 そこで今回のシンポジウムでは、様々な立場の 3

名の先生方に、どのように立場を築いてこられたか、

どのような点に気を付けてこられたのかを話題提

供していただいた。 

概ね例年通りの人数の参加があったと思う。これ

また例年通り会員がほとんどだが、会員外の方の参

加もあり、この領域で働くようになり、立場をどう

築いていくか悩まれている方が少なからずいると

思われる。 

釧路孝仁会記念病院の小田桐明香先生は、平成 20

年にリハ領域の経験や知識も無い状態で、テスター

として、と念を押され採用された。急性期から回復

期、老健など関連施設を行き来し、脳血管疾患リハ、

心臓リハ、がんリハなどすべてを対象にしている。

ひたすら検査をこなす毎日の中で、「“心理士”とし

て何ができる」ではなく「今ここで何をすべきか」

と考えるようになった。努力したことは、１．脳血

管疾患等の勉強、２．「心理士」という存在の啓蒙

活動、３．自らオーダーを依頼するなどの仕事を確

保することだった。 

そして、リハビリテーション部の一員としての

「心理」をどう築くか、心理士の独自性・専門性を

明らかにする上で他職種の専門性を知ろうと努力

した。その過程でアドバーザー的存在の必要性と、

「心理職」としてではなく「リハ心理職」としての
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勉強の必要性を強く感じた。そこで、釧路から札幌

まで300km以上を半日かけて移動してでも関連した

勉強会・講習会には積極的に参加した。またそのと

きに中島恵子先生に声をかけてアドバイスを求め

た。 

5 年かけて変わったこととして、この領域の心理

士業務の明確化、「心理士」の立場の確保、「テスタ

ー業務」からのステップアップを挙げられ、その努

力・成果が認められ、現在、法人の心理士は 5名に

なった。 

沖縄協同病院の神谷勝也先生は、大学院時代に神

経心理学的リハビリテーションについての教育を

受け、経験もあり、入職前には高次脳機能障害を中

心とした業務が予定されていた。しかし入職後、グ

ループ病院の機能再編などにより、急性期病院の外

来専門の心療内科に所属することとなった。 

認知リハビリテーションを中心とした業務とい

うわけにはいかないが、精神疾患と高次脳機能障害

が重複する患者への対応を行うことがあり、個別・

集団訓練、家族面接、就労・就学支援、職場復帰支

援など現状の外来診療で可能な活動を最大限行っ

ている。特に高次脳機能障害者のアルコール依存が

大きなテーマとなりこの問題に取り組んでいる。 

こうした状況の中で、立場を築くために心がけた

こととしては、医師の専門性に柔軟に対応する、他

職種との積極的な情報交換・連携を行い、共同して

治療・支援する体制作りに勤めた。そして院内で臨

床心理士の存在・活動を知ってもらえるよう研究

会・報告会で発表してアピールを心がけた。こうし

た活動により、心療内科以外からも声がかかり、現

在の業務は、アルコール依存症治療、緩和ケア、心

臓リハビリ、職員のメンタルヘルスケアへのかかわ

りなどを行っている。 

横浜市総合リハビリテーションセンターの野路

井未穂先生は、筆者の地元である熊本県全体の 2倍

以上の人口を抱える横浜市で、リハビリテーション

事業の中心組織での多岐にわたる臨床業務や連携

を行っておられ、その実績を報告された。その中で

も、就労を念頭においた模擬会議プログラムや家族、

小児などの対象に応じた７つもの集団プログラム

が実践されている点に興味がひかれた。 

センター内では高次脳機能障害＝心理士という

図式が確立されており、他職種から頼られている反

面、過度な期待もあり、対応に苦慮することもある。 

また特にセンターという特質上、多くの利用者に

社会参加・就労支援の必要があり、約半数が社会的

行動障害や精神症状を抱えていることから、神経心

理学的な知識や評価のみならず精神症状やその対

応についてバランスよく研鑽していく必要がある。

また心理士自身の言動が利用者に影響するので、そ

のことを真摯に受け止め、自己モニタリングすると

ともにスーパーヴァイズを受けることなどを心が

けている。 

立場を築くヒントや要点は話題提供者の先生方

の講演に多く含まれていたが、岐阜医療科学大学の

阿部順子先生から、小田切先生の「心理職としてで

はなくリハ心理職としての覚悟」、モデルを求める

こと、この 2点が立場を築いていく上で必要ではな

いかと、総括された。 

さらに付け加えると、3 名の先生方は環境・状況

は違えども立場を築く上で共通していることとし

て、置かれた環境・ポジションで求められているこ

ととできることをすり合わせながら、状況に柔軟に

適応し、心理士を知ってもらう努力をしていたこと

が挙げられる。 

心理職会を継続している人は強く感じているこ

とと思うが、立場を築く以前にこの領域で仕事を継

続していく上で、アドバイザー・モデルの存在は大

きい。逆にそうした人を見つけられないために孤軍

奮闘に疲れ果て去っていく人も多いと思われ、今回

のシンポジウムおよび自身の経験から、この心理職

会の存在は大きいとつくづく感じた。 
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文献紹介 

 

「ストレス百科事典：精神医学的・臨床心理学的・

社会心理的・社会経済的影響」 

ストレス百科事典翻訳刊行委員会編 

丸善出版 

定価 18,900 円(税込) 

 

沖縄国際大学 

上田幸彦 

この本は2009年に刊行された「ストレス百科事典」（全

5巻・3500 頁）からの分冊、「Stress Consequences: 

Mental, Neuropsychological and Socioeconomic」の

翻訳版である。親版である「ストレス百科事典」は社

会のあらゆる場面におけるストレスと生体のあらゆ

る側面からのストレス反応メカニズムについて最新

の科学的な情報を網羅していた。本書はさらにストレ

スの精神的、神経心理学的、心理社会的および社会経

済的影響のほとんどを網羅している。これらについて

最新の科学的データをもとに結論が出ていること、い

まだ議論の途上にあることを詳しく述べている。高次

脳機能障害に関わる者として興味深い箇所としては、

「詳細な文献レビューからは大うつ病における海馬

容積の減少は一貫性のある所見ではない。海馬萎縮の

証拠を報告している大多数の研究は高齢者や中年層、

あるいは慢性疾患患者を母集団として用いている」や

「最近の研究では 2 型糖尿病とグルココルチコイド、

アルツハイマー病、認知障害の間の関係について新し

い知見が出されている」、「心的外傷後ストレス障害

（PTSD）に見られるコルチゾール濃度の低下は、異な

る論文で異なって報告されており、その臨床的意義は

今後のより精緻で厳密な神経内分泌追跡調査によっ

て決定されるだろう」などである。この他にもストレ

スによる ADHD 症状の増悪、ストレスによって生じる

ADHD 類似の状態、学習と記憶にストレスが与える影響、

所得水準や社会的地位とストレス、仕事不安定と健康

への影響等についても詳細に述べられている。このよ

うに本書は、感情、認知、記憶、精神状態と行動の相

互作用、そしてそれが一方ではシナプスにおける世界

と、もう一方では社会、文化、経済学といかに関連す

るのかを理解するのにうってつけの一冊である。 

 

もう一冊！！ 

 

自閉症スペクトラム１０人に 1人が抱える「生きづ

らさ」の正体 

本田秀夫  

ソフトバンク新書  

730 円 

 

        医療法人巖心会 栃内第二病院 

山舘圭子 

 本書は、発達の気になる子供たちを幼児期から成

人期まで一貫して観察した著者が、自閉症スペクト

ラムの方々のライフステージで現れてくる問題や

早期発見の意義、周囲の対応・支援法について、事

例を交えながらわかりやすく書いている。 

 自閉症スペクトラムの特性は、「臨機応変な対人

関係が苦手で、自分の関心、やり方、ペースの維持

を優先させたいという本能的志向が強いこと」とし、

その中で、大人になっても幸せに生きている一群も

紹介されている。 

 普段の臨床では、その方の人生の点でしか関わら

ないからこそ、長期的な展望の中で障害を抱えて生

きる人たちをサポートするために、何をすべきかを

考えさせられ、そのための障害の理解や支援に対す

る考え方等、発達障害のみならず高次脳機能障害の

支援に通じることも多く、参考になる一冊である。



リハビリテーション心理職会会報 第２４号                            ２０１4 年２月２０日発行     

4 
 

職場紹介 

 

医療法人 博仁会 

志村大宮病院 

リハビリテーション科 

臨床心理士 大和雄太 

 

 志村大宮病院は、昭和 26 年に設立された民間病院

である。茨城県の常陸大宮市に位置し、地域に根ざし

た、入院から在宅までの総合的なサービスの提供を目

標として掲げている。 

当院の病棟は一般・亜急性期病棟（60 床）、回復期リ

ハビリテーション病棟であるスイス館（50 床）、介護

保険適応療養病棟であるチロル館（48床）から成って

おり、また介護老人保健施設の大宮フロイデハイムが

併設されている。当院は平成 14年 1月から県より「地

域リハ・ステーション」に指定され、県北西部におけ

るリハビリテーションの拠点となっている。加えて平

成 15 年には茨城北西総合リハビリテーションセンタ

ーが設立され、365 日体制でのリハビリテーション提

供体制を構築している。他にも当法人は訪問看護ステ

ーション、ホームヘルパーステーション、ケアプラン

センター、地域包括支援センター、在宅サポートセン

ター等を有しており、入院中だけでなく在宅生活への

サポートにも対応できる形となっている。現在当院は

建て替えが予定されており平成 27 年 7 月開設を目指

し準備を進めている。 

 心理士が所属しているリハビリテーション科では

理学療法士（以下 PT）34 名、作業療法士（以下 OT）

40 名、言語聴覚士（以下 ST）15 名、臨床心理士（以

下 CP）2名が在籍しており、リハビリ科専門医 1名の

もとチーム医療を行っている。対象となる疾患は主に

脳血管疾患、運動器疾患、廃用症候群であり、患者様

の多くは高齢者である。 

 当院の CPは共に勤続年数が 2年以下の若手であり、

そのためリハビリテーション領域の CP として患者様

やそのご家族様へどのような支援が出来るのかを

日々模索しながら業務に当たっている。現在当院 CP

の院内業務は、入院患者様を対象とした心理アセスメ

ントや心理面接、また神経心理学検査の実施が中心と

なっている。患者様への個別の介入は疾患に関わらず、

障害を負った事や入院生活のストレスから気分の落

ち込み等の心理的な問題を抱えた患者様を中心に介

入している。介入時は患者様の状態に合わせてベッド

サイドやデイルームで面接等を行っている事が多い。 

患者様への個別の介入に加え、今年度からは入院生

活における余暇活動の充実や患者様の孤立感軽減を

目的とした CP によるグループ活動を開始している。

具体的な活動内容としては、折り紙などの活動を通し

て患者様同士の交流を促進するというものであり、実

際に活動の中では参加者同士が折り紙の折り方を教

え合ったり、入院の苦労等を語り合ったりする場面が

多く見られている。CPはその中で参加者に対し肯定的

フィードバックを行い、受容的な場づくりを行う事を

心がけている。活動はまだまだ試行錯誤の連続であり、

今後も実施内容等について検討していきたいと考え

ている。 

 院外での業務としては、関連施設利用者様への心理

面接の実施や企業における産業カウンセリング等が

あり、多種多様な知識や技能が求められる状況となっ

ている。加えて再来年からは緩和ケア病棟の開設が予

定されており、今後、さらに当院における CP の活動

領域が広がることが予想される。現在の業務内容をよ

り充実したものにすることを目指しつつ、今後の活動

領域の広がりを視野に入れ、心理士としてこれからも

日々研鑽を積んでいきたいと考えている。 
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国家資格の動向について 
 

沖縄国際大学  

上田幸彦 

 

2013年8月以降の国家資格化の動向について以下に

記載する。 

＜8月 1日＞ 

 「国家資格をめぐる Q&A」が日本臨床心理士会か

ら都道府県臨床心理会に発送される。 

＜8月 26日＞ 

 日本心理臨床学会秋季大会（横浜）資格問題シン

ポジウムに河村健夫議員が登壇し、「秋の臨時国会で

議員連盟（議連）の総会を開き、来年の通常国会で

法案を提出したい」と述べる。 

＜9月 2日＞ 

 一般財団法人日本心理研修センターが心理職の国

家資格化に係る『試験・登録機関』に指定されるこ

とへの要望書を 3団体（臨床心理職国家資格推進連

絡協議会、医療心理師国家資格制度推進協議会、日

本心理学諸学会連合）と関係団体に送付する。 

＜9月 3日＞ 

 日本心理臨床学会がカリキュラム案を呈示。 

＜10月 15日＞ 

 精神科七者懇談会が「心理色の国家資格に関する

提言」を各方面に発送。 

その中で「心理行為は医行為とされる危惧がある」

とする意見が見られたが、これは心理職の国家資格

は必要であるという共通認識の下に出されたもので

あり、汎用資格であることが前途となっていること 

にか wああ 

 

 

に変わりはない。 

11月 13日  

自民党「心理職の国家資格化を推進する議員連盟」

の第 3回総会において臨床心理士資格認定協会がヒ

アリングされる。出席者は自民党から河村議連代表、

加藤幹事長以下 4名の議員、10名ほどの秘書。文部

科学省、厚生労働省の課長。認定協会からは専務理

事、常務理事 5名。 臨床心理士の歴史と養成制度

の詳しい説明がなされ、出席議員からは心理職の数

はもっと多くを必要とする状況であることについて

の質問、および国家資格創設への協力要請の意見が

出された。 

12月 15日 第 12回臨床心理士関係 4団体（日本臨

床心理士会、日本心理臨床学会、日本臨床心理士資

格認定協会、日本臨床心理士養成大学院協議会）に

よる会合が行われ、国家資格は汎用資格であること

の確認、経過措置をめぐる意見交換等が行われた。 

以上のように、国家資格化は自民党の議連を中心に

進められており、国家試験は日本心理研修センター

が担う方向で進められているが、これに反対する動

きが臨床心理士 4団体の中にある。この動きが収ま

り、今国会で法案が提出され成立すれば、その後有

識者による委員会が開かれ、カリキュラム・試験科

目の決定、政省令の告示・確定を経て試験機関の指

定、養成機関への周知・施行準備がなされ、2年後

に法が施行されることになる。 
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第１３回リハビリテーション心理職会総会・講演会のお知らせ 

 

平成２６年６月７日に第１３回総会を開催いたします。総会は昼食をとりながら行いますので各自ご持参下

さい。総会に合せて「高次脳機能障害のある方への支援で大切にしていること～ご家族と支援者の方へのメ

ッセージ～」をテーマとした講演会を、午後はワークショップを企画いたしました。午前中の講演は会員以

外の方の参加も可能ですが、午後は会員のみの参加となりますのでご了承下さい。研修会については臨床心

理士のポイントになるように研修会開催後、認定協会にポイント申請の手続きをいたします。ポイント取得

の可否については、後日お知らせすることになります。一日を通して参加されたポイント取得ご希望の方に

は、参加証明書を発行いたしますが、その際、登録番号が必要となりますので、申込の際に事前記載される

か、当日「臨床心理士資格登録証明書」を必ずご持参下さい。 

 

 開催日時：2014 年 6 月 7日（土） 10：00 ～ 16：00 

 開催場所：横浜市総合リハビリテーションセンター１階ホール（予定） 

 プログラム： 

  9:30   受付開始 

  10:00  講演会：高次脳機能障害のある方への支援で大切にしていること 

～ご家族と支援者の方へのメッセージ～  

           演者：太田令子 先生（千葉県千葉リハビリテーションセンター 

  12:00  総会（昼食を兼ねて） 

  13:00  ワークショップ（グループワーク） 

  16:00 終了 

  16:10 懇親会 
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事務局より 

 

☆新入会員、退会者のお知らせ（敬称略） 

◆新入会員（平成 25 年６月９日以降 平成 25 年 12 月 31 日まで） なし  

◆退会者（平成 25 年６月９日以降 平成 25 年 12 月 31 日まで） 13 名 

坂爪 一幸，斎藤 恵子，金枝 響子，金持 桂子，黒田 舞，齋藤 理恵子，澤井 晴子，竹内 愛，梨谷 竜也，西村 武，

平塚 信子，吉川 由起，石井 政栄 

 

☆連絡先変更届けのお願い 

会報はメール便にて発送しています。メール便は新住所への転送サービスがありませんので、住所変更された方は速

やかにメールやＦＡＸ等で事務局までご連絡ください。また、職場を送付先にされている場合は、職場を変わられた

ときに、あて先の変更を忘れずにお申し出ください。 

 

☆会費の未納入の方には、封筒の宛名タックシールに年度毎の未納額を記載していますので、該当の方はお振込みく

ださい。入れ違いにご入金いただいておりました場合は、失礼の段お許しください。なお、ゆうちょ銀行に口座をお

持ちの場合は、各地郵便局のＡＴＭコーナーから、ゆうちょ銀行のカードを使って振り込んでいただきますと、振込

みの手数料がかかりません（時間帯などの手数料は発生します）。「通知」はしなくて結構です（100 円の手数料が発

生してしまいます）。他行の銀行ＡＴＭや窓口、他行のカードで振り込む場合ですと、手数料が数百円程度かかります

（銀行によって異なります）。 

＜会費振込先口座＞ 

ゆうちょ銀行 口座名義：リハビリテーション心理士会 

ゆうちょ銀行から送金する場合は、記号 12180 番号 78371181 

他行からの場合は、店名二一八（ニイチハチ） 普通 7837118（数字がひとつ少ないので注意） 

 

☆リハ心理職会 HP の会員ページは、現在閲覧ができません。再稼動しましたら、パスワードを会報にてお知らせい

たします。 

 


